
�孤独・孤⽴対策活動基盤整備
モデル調査事業につきまして

ほっかいどう孤独・孤⽴対策官⺠連携プラットフォーム会議
10⽉26⽇（⽊）10時〜11時半

北海道ＮＰＯサポートセンター 中⻄希恵

切れ⽬のない孤独・孤⽴対策のための多様な社会資源ネットワーク
および居場所機能強化事業コンソーシアム 事務局
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メンバー

1998年ＮＰＯ推進北海道会議を⺟体とし、ＮＰＯ法施⾏を視野に設⽴。Ｎ
ＰＯ推進北海道会議（調査研究/政策提⾔）、北海道NPOファンド（基⾦
運営/NPO等への助成）、北海道NPOバンク/NPOバンク事業組合（NPO等
への融資）と連携しながら、現在までNPO法⼈を含め広く市⺠活動団体の
設⽴⽀援や組織基盤強化、NPO同⼠、もしくは企業や⾏政とのネットワー
ク形成などを広く⾏っている。

北海道内全域を対象とした中間⽀援組織。

北海道NPOサポートセンター

理事14名、監事2名、有給職員8名、正会員173�団体・個⼈�54�名



孤独・孤⽴対策活動基盤整備モデル調査事業

�概要）
 NPO等活動を熟知した中間⽀援組織による孤独・孤⽴対
策に取り組む�NPO等の運営能⼒の向上や活動基盤整備のた
めの⽀援モデルを構築し、�全国展開を図る。�中間⽀援組
織は、地域で孤独・孤⽴対策を⾏う中⼩規模のNPO等への
⾮資⾦的⽀援を実施し、取組成果や⽀援ノウハウ、課題等
をとりま�とめ、内閣官房に報告する。



切れ⽬のない孤独・孤⽴対策のための多様な社会資源
ネットワークおよび居場所機能強化事業コンソーシアム
(代表団体)団体名:特定⾮営利活動法⼈�北海道�NPO�サポートセンター（代表者名:理事⻑�⼤原�昌明）
1999�年の設⽴以来、NPO�法⼈など市⺠活動団体の中間⽀援�NPO�として、多くの活動団体を創出し、社会的な課題を⾃主
的に解決しようとする市⺠をサポートしてきました。会員団体・個⼈は道内に�200�を超え、道内の福祉・まちづり・環
境・⼦ども・⽂化等の様々な分野の市⺠活動団体、及び道内外の中間⽀援センターやコミュニティ財団、⾏政、企業など
セクター・分野を横断した連携実績を持っています。HP：https://hnposc.net/

(構成団体1)団体名:⼀般社団法⼈�北海道ねっとわーく（代表者名:理事⻑�⼭内�太郎）
2020�年から始まったコロナ禍より、⽣活困窮者⽀援機関の⽀援者⽀援を⽬的に後⽅⽀援プロジェクトを実施しています。
北海道内で問題解決に必要な資源の調達やそのネットワークを図ること等を⽬的として前⾝団体である�NPO�法⼈コミュニ
ティワーク研究実践センターから事業を引き継ぎ、設⽴した中間⽀援団体です。

(構成団体2)団体名:特定⾮営利活動法⼈�コミュニティワーク研究実践センター（代表者名:理事⻑�⽳澤�義晴）
道内8市14町にて⽣活困窮者⽀援⾃⽴⽀援制度に基づく各種事業を運営するほか、「北海道⽀援情報ナビシステム」を活⽤
した孤⽴・孤独対策に関する事業、新たな住宅セーフティネット制度に基づく居住⽀援法⼈の活動、⽣活⽀援付き住宅及
び無料低額宿泊所の運営を⾏うなど、多様な視点から困窮者⽀援活動を実施してきました。HP：
http://www.cmtwork.net/



１．NPO等の「居場所」環境の調査
 （「居場所」づくり活動をしている団体、
  及び「居場所」づくりの活動に関⼼を持つ
  �NPO�等の把握、整理、分析）
２．「居場所」づくりに必要な要素の検討
 （「居場所」づくり活動を⾏う団体の体制等を
  調査、分析）
３．NPO等への伴⾛⽀援
 （「居場所」づくりの機能強化、
  組織基盤強化、他機関連携⽀援、等）
４．⽀援情報の充実
���（「北海道⽀援情報ナビ」
�����∕「POPOLO⽣活⽀援ナビ」のアップデート）
※実施において、分野・セクターを超えた
 メンバーで構成された検討委員会を設置し、
 調査結果の分析、評価を⾏います

以下の４つの取り組みを北海道と静岡県で実施します



孤独・孤⽴対策官⺠連携プラットフォーム�分科会２
�「きめ細やかな⽀援や、地域における包括的⽀援に向けた⾏政（国、地⽅）・⺠間・�NPO�等の役割の在り⽅」中間整理より抜粋
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodoku_koritsu_platform/branch2022_2/bunkakai2_honbun.pdf

〇「孤独・孤⽴」問題とアプローチの構造を整理すると、下図のとおり。「課題解決型の⽀援」は図の「アプローチ３」に、「つながり続けるこ
と」は「アプローチ２」に、「⽇常⽣活環境における対応」は「アプローチ１」に相当する。�このうち「つながり続けること」（アプローチ２）
については、・�「課題解決型の⽀援」（アプローチ３）から移⾏⼜は継続して⾏う場合（⼀定の専⾨性�2を要する⽀援）・�「⽇常⽣活環境におけ
る対応」（アプローチ１）から移⾏⼜は継続して⾏う場合（必ずしも専⾨性を要するとは限らない⽀援）の２つがあると考えられる。



「孤独・孤⽴対策につながる活動、
及び活動の運営状況等に関するアンケート」
https://questant.jp/q/kodokukoritsu

＜ご回答の期限＞
・2023年10⽉31⽇（⽕）23:59
・回答⽬安時間�:�約15分




